
タ  

イ
   

タ
イ
は
三
〇
年
以
上
建
材
と
摩
擦
材
の
製
造
に
ア
ス
ベス
ト
を
使
用
し
て
き
た
。タ
イ
は
世
界
で
第
四
位
の
ア

ス
ベ
ス
ト
消
費
国
で
あ
る
。一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
四
年
の
タ
イ
政
府
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、ア
ス
ベ
ス
ト
輸
入
量
は

平
均
一
一
六
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
kg
／
年
、
輸
入
額
は
四
、三
二
五
万
ド
ル（
約
五
二
億
円
）で
あ
る＊

。
二
〇
〇
四
年
、

一
、七
八
四
人
の
労
働
者
が
タ
イ
に
あ
る
一
六
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
工
場
に
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
工
場
の

大
部
分
は
タ
イ
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
来
実
施
さ
れ
て
い
る
政
府
機
関
に
よ
る
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
工
場
の
多
く
の
大
気
中
浮
遊
ア
ス
ベス
ト
が
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る（
七
工
場
、一
、二
九
七
人
の
労
働
者
）。
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ
ッ
チ
工
場
の
状
態
は
最
も
危
険
で
あ
っ
た
。
タ
イ

の
ほ
と
ん
ど
の
ア
ス
ベス
ト（
九
〇
％
）は
ア
ス
ベス
ト・セ
メ
ン
ト・パ
イ
プ
及
び
屋
根
材
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、八
％
が

ブ
レ
ー
キ
と
ク
ラ
ッ
チ
、そ
し
て
二
％
が
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル
、ガ
ス
ケ
ッ
ト
、及
び
断
熱
材
で
あ
る
。

タ
イ
の
労
働
環
境
の
ア
ス
ベス
ト
汚
染
レ
ベ
ル
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
許
さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
よ
り
高
く
、し
ば
し

ば
タ
イ
の
ア
ス
ベス
ト
職
業
曝
露
限
界（
Ｏ
Ｅ
Ｌ
）五
繊
維
／cc
を
超
え
て
い
る＊

＊

。
タ
イ
の
ア
ス
ベス
ト
・
セ
メ
ン
ト
工

場
で
産
業
衛
生
学
者
カ
ー
ン
ビ
ロ
女
史
に
よ
って
な
さ
れ
た
測
定
は
、
採
取
さ
れ
た
試
料
の
三
〇
％
で
五
繊
維
／

cc
よ
り
高
か
っ
た
。
手
で
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
の
袋
を
扱
う
労
働
者
及
び
ア
ス
ベ
ス
ト
・
セ
メ
ン
ト
屋
根
材
の
継
ぎ
手

を
紙
や
す
り
で
磨
く
労
働
者
が
、
最
も
埃
の
激
し
い
環
境
で
働
い
て
い
た
。
彼
ら
の
職
業
曝
露
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
工
場
労
働
者
の
八
五
％
の
肺
機
能
検
査
と
九
七
％
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
正
常
で
あ
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
が
ひ
と
つ
も
国
家
調
査
計
画
ま
た
は
労
働
者
補

償
基
金
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ＊

＊
＊る

。
タ
イ
職
業
環
境
疾
病
局
の
カ
ム
ジ
ャ
ド
・

＊ ［原注32］ タイは1992年にクロシドライトの輸入と使用を禁止し、最近はアモサイトも禁止した。タイ
ではクリソタイルが唯一の合法的なアスベストである。最近の数年、タイへの主要なアスベスト輸出
国は、カナダ、ロシア、ギリシャ、ジンバブエ、ブラジル、及びカザフスタンである。1997～2003年の期
間、カナダとロシアはそれぞれ300,000トン以上をタイに輸出した。付録Cの政府資料を参照のこと。

＊＊ ［原注33］ 他のアジア諸国の職業曝露限界（OEL）値（f/cc）はマレーシアとシンガポールが0.1、
ベトナムと台湾が1、フィリピンが2である。参照： Takahashi K, Karjalainen A. A Crosscountry 
Comparative Overview of the Asbestos Situation in Ten Asian Countries. Int J Occup 
Environ Health 2003; 9: 244-248.

＊＊＊ ［原注34］ アンティ・トサバイネン博士によれば、ひとつの国でアスベストを270トン使用
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ラ
マ
ク
ル
博
士
は
、「
ア
ス
ベス
ト
消
費
は
増
大
し
て
お
り
、
職
場
の
、と
く
に
ブ
レ
ー
キ
と
ク
ラ
ッ
チ
工
場
の
ア
ス
ベ

ス
ト
濃
度
は
高
い
の
だ
か
ら
、石
綿
肺
例
の
数
は
近
い
将
来
高
く
な
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
」と
懸
念
し
て
い
る
。

ア
ス
ベス
ト
関
連
疾
患
の
登
録
が
少
な
い
こ
と
の
説
明
と
し
て
、次
の
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

タ
イ
に
は
ア
ス
ベス
ト
関
連
疾
患
の
症
例
記
録
が
な
い
。

・ 

症
例
は
あ
る
が
、報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、医
師
は
こ
れ
ら
の
疾
病
を
診
断
す
る
知
識
が
な
い
。

・ 

こ
れ
ら
の
疾
病
の
潜
伏
期
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、ま
だ
症
状
が
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

・ 

ア
ス
ベス
ト
産
業
の
労
働
者
の
転
職
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、労
働
者
は
こ
れ
ら
の
疾
病
に
な
る
ほ
ど
に
十
分

な
ア
ス
ベス
ト
繊
維
を
吸
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

・ 

曝
露
し
た
労
働
者
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
登
録
シ
ス
テ
ム
も
な
く
、こ
の
こ
と
は
必
ず
起
き
て
い
る
に
違
い

な
い
ア
ス
ベス
ト
関
連
疾
患
の
症
例
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

セ
メ
ン
ト
ま
た
は
摩
擦
材
の
製
造
に
お
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
職
業
的
な
曝
露
を
受
け
た
人
々
の
中
か
ら
石
綿

肺
や
肺
異
常
の
症
例
を
見
つ
け
る
た
め
に
、二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
四
年
に
公
衆
衛
生
省
に
よ
って
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
質
問
票
、胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、高
解
像
度
Ｃ
Ｔ（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ＊

）、空
気
サ
ン
プ
ル
採
取
、及
び
身
体
検
査

を
用
い
て
、一
四
〇
人
の
労
働
者
の
う
ち
四
一
人
が
肺
に
異
常
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。
石
綿
肺
の
症
状
を
示

す
者
の
全
て
が
過
去
の
職
業
ア
ス
ベス
ト
曝
露
歴
を
報
告
し
た
。二
〇
〇
三
年
に
採
取
さ
れ
た
大
気
サ
ン
プ
ル
は
、

二
五
サ
ン
プ
ル
中
一
二
が
Ａ
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｈ＊

＊に
よ
って
規
定
さ
れ
て
い
る
基
準
を
超
え
て
い
た
。
二
〇
〇
四
年
に
採
取
さ

れ
た
四
〇
サ
ン
プ
ル
中
六
が
基
準
を
超
え
て
い
た
。
研
究
者
ビ
チ
ュ
ー
ダ・ロ
ジ
ャ
ナ
ノ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

・ 

ア
ス
ベス
ト
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・ 

国
の
ア
ス
ベス
ト
政
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

する毎に中皮腫が1件、発症する。タイでは現在、年間121,000トン消費しているので、少
なくとも年間、711件の中皮腫と2,135件のアスベスト関連肺がんを発症させることになる。

＊ ［原注35］ HRCT: high resolution computer tomography. 高解像度CT
＊＊ ［原注36］ ACIGH: American Conference of Industrial Hygienists.アメリカ産業衛生専門

家会議



・ 

禁
煙
の
取
り
組
み
実
施
が
重
要
で
あ
る
。

・ 
も
っ
と
多
く
の
職
業
病
医
師
を
訓
練
し
、さ
ら
な
る
コ
ホ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

胸
部
疾
患
研
究
所（
タ
イ
）の
ポ
ン
グ
ラ
ダ・サ
ブ
ハ
ナ
チ
ャ
ー
ト
博
士
は
、ア
ス
ベス
ト・セ
メ
ン
ト
工
場
労
働
者
の

中
か
ら
い
く
つ
か
の
肺
疾
患
症
例
を
特
定
し
た
。
あ
る
工
場
の
九
〇
七
人
の
労
働
者
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
が
、
経

験
の
深
い
胸
部
Ｘ
線
検
査
専
門
家
に
よ
って
、
標
準
Ｉ
Ｌ
Ｏ
分
類
を
用
い
て
実
施
さ
れ
た
。
石
綿
肺
ま
た
は
初
期

の
ア
ス
ベス
ト
関
連
胸
膜
疾
患
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
高
解
像
度
Ｃ
Ｔ（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
検
査
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

・ 

七
四
七
人
の
労
働
者
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
正
常
で
あ
っ
た
。

・ 

二
六
人（
二
・
八
七
％
）の
胸
部
Ｘ
線
検
査
ま
た
は
高
解
像
度
Ｃ
Ｔ（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）検
査
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
。

・  

四
人
は
、石
綿
肺
、胸
膜
プ
ラ
ー
ク
、石
灰
化
と
一
致
す
る
胸
部
Ｘ
線
検
査
の
異
常
が
見
つ
か
っ
た
。

・ 

七
人（
〇
・
七
七
％
）は
非
常
に
初
期
の
肺
線
維
症
で
あ
り
、わ
ず
か
に
一
人
の
患
者
が
石
綿
肺
の
診
断
境
界

値
で
あ
る
異
常
陰
影
の
程
度
区
分
一
／
一 
を
有
し
て
い
た
。

・ 

二
四
人
が
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
ま
た
は
胸
膜
石
灰
化
の
よ
う
な
胸
膜
病
変
を
持
って
い
た
。

サ
ブ
ハ
ナ
チ
ャ
ー
ト
博
士
は
疾
病
の
低
い
罹
患
率
は
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
が
潜
伏
期
間
に
あ
る
、
ま
た
は
こ
れ

ら
の
疾
病
を
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム
が
タ
イ
で
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
信
じ
て
い

る
。
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
石
綿
肺
及
び
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
胸
膜
疾
患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
有
用
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
結
論
付
け
な
が
ら
、彼
は
、解
釈
の
間
違
い
が
多
い
こ
と
に
つい
て
懸
念
し
て
お
り
、（
じ
ん
）肺
の
異
常
陰

影
の
程
度
区
分
が
一
／
一
を
超
え
る
場
合
に
は
、確
認
の
た
め
に
高
解
像
度
Ｃ
Ｔ（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）を
使
用
す
る
こ
と

を
支
持
す
る
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
に
、タ
イ
の
ナ
コ
ー
ン
シ
チ
ャマ
ラ
ッ
ト
に
あ
る
ア
ス
ベス
ト
工
場
の
労
働
者
の
間
に
広
が
る
胸
膜
肥

アジア諸国のアスベスト経験   30
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厚
に
つい
て
の
報
告
書
に
対
応
し
て
、研
究
者
ら
は
、こ
の
調
査
に
参
加
し
た
四
〇
人
の
労
働
者
に
つい
て
横
断
的

な
調
査
を
計
画
・
実
施
し
、胸
膜
肥
厚
が
九
症
例
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た＊

。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
五
〇
歳

以
上
で
あ
り
、喫
煙
歴
が
あ
り
、同
工
場
で
五
年
以
上
働
い
て
お
り
、ア
ス
ベス
ト
袋
の
開
袋
部
門
、脱
・
成
形
部

門
、ア
ス
ベス
ト
混
合
部
門
、ま
た
は
圧
延
部
門
で
勤
務
し
て
い
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
よ
う
な
致
命
的
な
物
質
が
タ
イ
の
病
院
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ

る
。横
断
的
な
記
述
的
調
査
が
二
〇
〇
六
年
三
月
に
ブ
ッ
タ
チ
ナ
ラ
ジ
病
院
で
実
施
さ
れ
た＊

＊

。ノ
パ
ド
ル・サ
チ
ャッ

ト
博
士
は
、ア
ス
ベス
ト
・
セ
メ
ン
ト
屋
根
材
と
廃
水
パ
イ
プ
中
に
ア
ス
ベス
ト
を
発
見
し
た
。
彼
は
、こ
れ
ら
の
物

質
を
除
去
す
る
時
に
は
、湿
式
プ
ロ
セ
ス
を
使
用
し
、労
働
者
は
呼
吸
器
系
を
保
護
す
る
た
め
の
保
護
具
を
つ
け

る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た
。

二
〇
〇
六
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
ア
ス
ベ
ス
ト
会
議
で
講
演
し
た
タ
イ
省
庁
の
代
表
者
ら
は
、ア
ス
ベ
ス

ト
の
使
用
増
大
に
つい
て
何
も
手
を
う
た
な
い
と
、ア
ス
ベス
ト
関
連
疾
患
の
予
測
で
き
る
発
生
を
悪
化
さ
せ
、医

療
費
と
補
償
費
の
増
大
を
招
き
、
公
衆
を
恐
れ
さ
せ
、
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
、
国
家
の
信
用
を
損
な
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
同
意
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
禁
止
の
必
要
性
を
政
策
立
案
者
に
説
得
す
る
た
め
に
、
彼
ら

は
ア
ス
ベス
ト
問
題
を
周
知
す
る
取
り
組
み
に
協
力
し
、デ
ー
タ
を
収
集
し
、リ
ス
ク
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
健
康
検

診
と
監
視
を
開
始
す
る
よ
う
政
府
機
関
に
働
き
か
け
る
た
め
に
、
足
並
み
の
そ
ろっ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。
タ
イ
の
公
務
員
ら
は
、
非
ア
ス
ベ
ス
ト
技
術
へ
の
転
換
に
関
し
て
地
域
の
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
者
ら
と

協
力
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。一
人
の
タ
イ
の
医
師
は
、よ
り
安
全
な
代
替
物
質
の
コ
ス
ト
優
位
性
を

増
大
さ
せ
る
た
め
に
、ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
に
も
っ
と
高
い
税
金
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危

険
か
ら
タ
イ
社
会
を
守
る
た
め
の
最
良
の
方
法
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
が
こ
の
施
策

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、ま
た
は
準
備
が
で
き
る
ま
で
は
、労
働
者
と
公
衆
を
危
険
な
曝
露
か
ら
守
る
た
め

＊［原注37］ 同工場は146人の労働者を雇用し、クリソタイル・アスベストを用いてアスベスト断熱板を
年間22万トン生産していた。

＊＊ ［原注38］ ブッダチナラジ病院（Buddhachinaraj Hospital）は、ベッド数904を保有する地域公
共施設であり、96の建物からなる。




